
社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付⾦ 令和 年 月 日

計画の名称 南砺市における安心・安全なくらしを支えるみちづくり
計画の期間 令和０４年度 〜 令和０８年度 年間 重点配分対象の該当

交付対象 南砺市
計画の⽬標 消防署再編に伴う重点緊急搬送道路を整備し、救急医療施設（第３次医療施設）への搬送時間を短縮して安心なまちづくりを⾏う。

地域包括医療ケアセンター等の福祉施設周辺の道路整備を⾏い、交通弱者の安全を確保する。

歩⾏者・⾃転⾞等が安心して通⾏できる道路整備を⾏う。
物流拠点 福光ＩＣ等 への半径１０ｋｍ圏内における平均アクセス時間を３％短縮させる

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） ％

番号

計画の成果⽬標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式
定量的指標の現況値及び⽬標値

当初現況値 中間⽬標値 最終⽬標値

人身事故件数を 件 → 件 へ減少させる
人身事故件数全体に占める歩⾏者・⾃転⾞利⽤者の件数により算出する 件 件 件

（歩⾏者・⾃転⾞利⽤者の人身事故件数の減少）＝（現況の人身事故件数）－（事業後の人身事故件数）

物流拠点 福光ＩＣ等 への半径１０ｋｍ圏内における平均アクセス時間を３％短縮させる
現地での実測数値により算出する ％ ％ ％

平均アクセス時間の短縮 ＝（整備後の平均アクセス時間 実測値 ）／（整備前の平均アクセス時間 実測値 ）

備考等 個別施設計画を含む － 国⼟強靱化を含む － 定住⾃⽴圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域⽔循環計画を含む － 地域再⽣計画を含む － 避難確保計画の策定 避難⾏動要支援者名簿の提供

案件番号︓



基幹事業

基幹事業（大） 番号
事業 地域 交付 直接

事業者 種別１ 種別２
要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費⽤ 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延⻑・⾯積等） 港湾・地区名 （百万円） 便益⽐ 策定状況
一体的に実施することにより期待される効果
備考

道路事業 道路 一般 南砺市 直接 南砺市 市町村

道

改築 （１）下出入谷線 入谷 拡幅整備 南砺市 －

道路 一般 南砺市 直接 南砺市 市町村

道

新設 （他）⼆日町線他 福野 道路新設 南砺市 －

道路 一般 南砺市 直接 南砺市 市町村
道

改築 （２）小坂岩木線（和泉
・岩木工区） 和泉・岩

木

歩道整備 南砺市 －

道路 一般 南砺市 直接 南砺市 市町村

道

改築 （２）国広南原線 ⽴野

原東（京塚）

歩道整備 南砺市 －

道路 一般 南砺市 直接 南砺市 市町村
道

改築 （２）経塚⽴野２号線他
⼟⽣新

拡幅整備 南砺市 －

道路 一般 南砺市 直接 南砺市 市町村
道

改築 （１）⽴野原蓑谷線他
千福・⽴野原東

案内標識設置 南砺市 －

案件番号︓



基幹事業

基幹事業（大） 番号
事業 地域 交付 直接

事業者 種別１ 種別２
要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費⽤ 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延⻑・⾯積等） 港湾・地区名 （百万円） 便益⽐ 策定状況
一体的に実施することにより期待される効果
備考

小計

合計

案件番号︓



交付⾦の執⾏状況
（単位︓百万円）

配分額

計画別流⽤増△減額

交付額

前年度からの繰越額

支払済額

翌年度繰越額

うち未契約繰越額

不⽤額

未契約繰越率 不⽤率 ％

未契約繰越率 不⽤率が ％を超えている場

合その理由

案件番号︓



事前評価チェックシート
計画の名称︓ 南砺市における安心・安全なくらしを支えるみちづくり

事 前 評 価 チェック欄
． ⽬標の妥当性
１関連する上位計画等との整合性が図られているか 〇
． ⽬標の妥当性
地域の課題に適切に対応する⽬標となっているか 〇
． 計画の効果・効率性
整備計画の⽬標と定量的指標の整合性が確保されているか 〇
． 計画の効果・効率性
定量的指標が分かりやすいものとなっているか 〇
． 計画の効果・効率性
⽬標と事業内容の整合性が確保されているか 〇
． 計画の効果・効率性
中間評価・事後評価時に検証可能な適切な指標となっているか 〇
． 計画の効果・効率性
十分な事業効果が得られる計画となっているか 〇
．計画の実現可能性
計画の熟度が⾼く、円滑な事業執⾏の環境が整っているか 〇
．計画の実現可能性
地元の機運が熟成されているか 〇

案件番号︓




